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護茎

日
本
古
建
築
研
究
之
栞
（
補
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
學
博
士
　
　
天
　
沼

　
　
　
　
緒
　
　
　
言

　
私
は
明
治
三
十
九
年
七
月
に
初
め
て
古
並
樹
建
築
に
密

接
な
關
係
を
有
す
る
事
に
な
り
、
目
下
も
術
ほ
研
究
中
で

あ
る
か
ら
到
底
栞
な
ん
か
書
く
資
格
は
な
い
の
で
、
再
度

僻
退
を
し
た
が
お
許
し
が
な
い
、
止
む
を
得
す
私
が
初
め

て
日
本
建
築
に
瀾
係
し
た
以
來
。
今
日
に
到
る
迄
の
経
験

に
基
い
て
記
載
す
る
事
に
し
た
。

　
多
少
此
方
面
に
趣
・
味
を
持
つ
た
人
か
ら
よ
く
尋
ね
ら
れ

る
の
は
、
日
本
建
築
の
研
究
に
は
何
ご
い
ふ
書
物
が
い
、

か
ご
い
ふ
事
で
あ
る
が
、
た
や
参
考
に
す
る
つ
も
り
か
、

若
く
は
糞
詰
智
識
を
得
る
つ
も
り
位
の
考
へ
で
讃
め
ば
護

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

俊

む
も
の
、
、
實
地
研
究
を
し
な
け
れ
ば
本
計
り
い
く
ら
讃

ん
で
も
駄
目
で
あ
る
。
併
し
其
参
考
に
讃
む
本
の
名
を
書

い
て
見
る
ご

　
↓
　
稿
本
丸
本
帝
國
美
術
略
史

　
二
　
特
別
保
護
建
造
物
及
適
職
帖
解
説

一
は
墾
四
拾
圓
位
す
る
本
だ
が
縮
刷
も
出
來
て
居
り
夫
れ

な
ら
安
償
で
買
へ
る
ご
思
ふ
。
二
は
先
年
内
務
省
か
ら
日

英
博
臨
兄
會
に
出
品
し
た
も
の
で
、
解
説
は
古
筆
寺
保
存
會

委
員
た
b
し
斯
溢
第
一
流
の
大
家
が
分
推
執
筆
さ
れ
た
も

の
、
豊
富
な
る
寓
其
及
び
惚
面
ご
相
倹
っ
て
、
最
も
完
全

で
あ
る
が
頗
る
高
便
で
あ
る
。
此
れ
は
各
中
等
學
稜
…
以
上

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
日
　
　
　
七
七
　
（
七
七
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
木
古
建
築
研
號
の
栗

の
學
校
や
方
々
の
圖
書
館
に
は
多
分
備
へ
つ
け
て
あ
ら

．
フ
。

　
ヨ
　
日
本
美
術
史
講
話
　
　
黒
田
鵬
心
著

黒
田
令
室
士
の
著
で
小
さ
い
薄
い
本
だ
が
大
鷹
の
輪
廓
即

け
は
分
る
、
初
め
て
研
究
す
る
に
は
先
づ
此
の
本
で
も
見

て
、
儲
れ
か
ら
先
に
記
し
た
二
つ
を
見
た
ら
い
、
だ
ら
う

外
に
は
同
氏
著
の
「
奈
良
ご
京
都
」
「
日
光
ご
孚
泉
」
に
も
多

少
出
て
居
る
、
雑
誌
「
歴
史
ご
地
理
」
に
は
佐
々
木
文
學
士

の
「
日
本
建
築
史
講
話
」
が
蓮
載
さ
れ
て
居
る
。
外
國
人
の

書
い
た
本
に
も
一
寸
は
載
っ
て
居
る
が
夫
れ
は
読
む
に
は

及
ば
な
い
ご
思
ふ
。

　
鋤
　
特
別
保
護
建
造
物
綜
覧
　
　
木
村
貞
吉
編

保
護
建
築
を
各
府
縣
ご
ビ
に
時
代
別
に
列
記
し
た
も
の
で

回
錐
に
日
本
建
築
史
の
概
略
を
載
せ
て
あ
る
か
ら
・
、
初
章

者
に
は
最
も
便
利
で
あ
る
ご
同
時
に
、
實
地
踏
査
者
に
も

必
要
で
あ
ざ
、
五
寸
に
三
寸
の
ボ
ヶ
ッ
色
入
で
携
帯
至

便
。

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
八
　
（
七
入
）

　
　
　
　
研
究
に
際
し
注
意
事
項
，

　
建
物
の
研
究
を
す
る
に
は
時
代
の
匪
分
及
び
様
式
手
法

の
鍵
邉
を
極
む
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
時
代
は
大
き
く
分

け
る
ご
佛
敷
渡
來
前
ε
立
石
後
の
二
つ
に
な
っ
て
し
ま

う
、
．
即
ち
日
本
固
有
の
建
築
－
と
い
っ
て
も
古
い
時
代

で
あ
る
か
ら
勿
論
大
し
た
も
の
で
は
な
い
一
ご
、
佛
敷

の
影
響
を
受
け
だ
建
築
ご
の
二
つ
で
あ
る
。

　
佛
敷
革
來
前
の
建
築
で
は
其
中
心
に
な
る
の
は
紳
肚
ど

宮
室
ご
で
あ
る
が
、
双
方
の
間
に
大
差
は
な
か
っ
た
の
で

今
日
我
々
が
出
雲
の
大
肚
・
和
泉
の
大
鳥
紳
肚
・
搬
津
の
住

吉
帥
肚
に
於
て
見
る
様
式
の
建
築
で
あ
る
、
其
元
は
古
來

工
匠
間
に
傳
へ
ら
れ
て
居
る
天
地
根
元
宮
こ
い
ふ
形
が
先

づ
原
始
的
建
築
の
大
仁
を
髪
降
せ
し
め
る
の
で
あ
る
、
尤

も
高
橋
健
自
氏
は
雑
誌
「
歴
史
ご
地
理
」
第
三
懇
第
二
號
に

於
て
、
埴
輪
の
獲
關
よ
り
精
細
な
る
研
究
を
途
げ
て
「
遺

物
上
よ
り
見
た
る
右
代
の
住
居
」
こ
い
ふ
論
文
を
薮
表
し

て
大
に
建
藥
家
の
蒙
を
啓
か
れ
た
が
、
私
こ
し
て
は
術
ほ



敷
へ
を
乞
ひ
潔
い
瓢
も
あ
る
、
併
し
何
れ
に
し
て
も
圖
面

叉
は
模
型
の
み
で
難
物
は
な
い
の
で
め
る
か
ら
、
鍛
へ
を

乞
ふ
の
は
他
日
を
期
し
此
庭
に
は
総
て
省
略
し
、
佛
敢
渡

來
後
の
建
築
に
就
て
記
さ
う
。

　
佛
敷
渡
瀬
後
こ
い
っ
た
ビ
こ
ろ
で
、
欽
明
天
皇
十
三
年

か
ら
今
日
迄
を
含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
除
に
長
過
ぎ
て
其

問
幾
多
の
鍵
遷
を
出
て
追
々
複
雑
に
な
っ
た
工
合
が
判
り

に
く
い
、
そ
こ
で
便
宜
上
次
の
八
時
代
に
分
け
る
Q

　
一
、
飛
鳥
時
代
Q
佛
敢
渡
來
よ
り
大
化
改
新
頃
迄

　
二
、
奈
良
時
代
。

　
　
　
　
前
期
　
大
化
改
新
よ
り
奈
良
遷
都
頃
迄

　
　
　
　
後
期
　
奈
良
遷
都
よ
り
季
安
遷
都
迄

　
三
、
平
安
時
代
。

　
　
　
　
前
期
　
李
安
遷
都
よ
り
仁
和
寛
李
法
器

　
　
　
　
後
期
　
仁
和
寛
此
頃
よ
り
卒
氏
滅
亡
迄

　
四
、
鎌
倉
時
代
。
李
直
話
白
よ
り
南
北
靭
合
同
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
條
氏
滅
亡
迄
亡
し
カ
の
も
あ
る
。
）

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
五
、
室
町
時
代
。
南
北
朝
合
同
よ
b
足
利
氏
滅
亡
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
武
中
興
か
ら
室
町
時
代
に
入
れ
犬
の
も
あ
る
。
）

　
ム
ハ
、
桃
・
山
時
代
。
足
利
氏
滅
山
］
よ
り
羽
目
臣
氏
黒
山
］
迄

　
七
、
江
戸
時
代
。
徳
川
氏
時
代

　
八
、
明
治
時
代
。
明
治
維
新
よ
り
現
今
迄
　
　
，

斯
様
に
時
代
の
旺
分
を
し
て
見
た
ε
こ
ろ
で
、
一
時
代
の

詣
り
ご
次
時
代
の
初
め
の
建
築
は
殆
ん
ざ
差
が
な
く
、
又

同
一
時
代
で
も
初
め
ビ
法
り
ご
で
は
大
差
が
あ
る
。
で
め

る
か
ら
細
か
ぐ
分
け
る
ご
も
つ
ご
澤
山
に
な
る
の
は
勿
論

で
あ
る
。
　
噸

　
夫
れ
か
ら
例
へ
ば
一
つ
の
建
築
が
あ
っ
て
、
其
建
築
が

鎌
倉
時
代
に
属
す
る
こ
い
っ
て
も
建
物
全
罷
そ
っ
く
り
其

時
代
の
も
の
は
一
つ
も
な
い
ご
言
っ
て
も
い
、
位
、
帥
ち

修
繕
の
度
毎
に
多
少
新
材
料
を
補
淫
し
て
居
る
、
材
料
丈

け
な
ら
い
、
が
手
法
寺
詣
時
々
を
用
ひ
て
あ
る
か
ら
、
二

度
も
三
度
も
修
理
を
維
た
の
に
な
る
ご
中
々
分
り
に
く

い
。
京
都
附
近
で
＝
一
の
例
を
翠
げ
る
ご
、
大
原
の
三
千

　
　
　
　
　
　
　
第
　
「
號
　
　
　
七
九
　
（
七
九
）



　
　
　
錐
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

院
本
堂
は
外
掘
は
到
底
平
安
．
時
代
晶
後
期
に
入
れ
る
事
は
出

來
な
い
、
正
し
く
江
β
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
船
井
郡
下

原
村
大
輻
光
寺
本
堂
は
屋
根
の
勾
配
を
急
に
し
て
藁
葺
に

し
て
し
ま
つ
だ
爲
め
に
遠
望
は
大
き
な
農
家
の
や
う
に
見

》
凡
る
、
普
出
初
か
ら
あ
の
…
標
な
屋
根
だ
つ
た
と
思
ふ
ご
大
愚
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
タ
ノ
キ

違
ひ
で
あ
る
。
甚
だ
し
い
の
に
な
る
ご
琵
葺
二
軒
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
ノ
キ

た
も
の
を
画
讃
種
を
除
き
一
軒
ご
し
、
屋
根
の
形
を
憂
へ

て
し
ま
っ
た
の
も
あ
る
、
修
繕
前
の
大
和
五
條
榮
山
寺
古

謡
圓
堂
の
如
き
は
即
ち
此
好
例
で
あ
る
。
李
安
時
代
前
期

唯
一
現
存
の
堂
こ
し
て
知
ら
れ
た
る
大
和
の
室
生
寺
金
堂

は
、
今
は
四
型
で
正
面
に
深
さ
一
間
の
外
陣
を
附
加
し
た

爲
め
其
部
分
は
雨
側
面
に
「
諮
る
破
風
」
が
つ
い
て
居
る
が

創
立
當
時
は
五
間
四
面
の
入
母
屋
造
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時

代
末
期
の
建
築
た
る
京
都
府
愛
宕
郡
花
背
村
の
峰
定
寺
本

堂
も
、
今
は
同
じ
く
四
幅
で
あ
る
が
元
は
入
母
屋
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
故
に
建
造
物
を
魏
る
時
は
除
程
注
意
し
て

創
立
當
時
の
部
分
ざ
後
世
修
補
の
部
分
ご
を
見
分
る
事
が

　
　
　
　
　
　
　
第
一
毅
　
　
　
入
0
　
（
入
○
）

最
も
必
要
で
、
此
の
目
的
を
達
す
る
諦
め
に
は
場
合
に
よ

り
天
井
裏
や
床
下
泡
で
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此

の
見
分
け
を
誤
る
ε
推
定
が
大
に
洋
書
っ
て
何
も
な
ら
な

い
轟
畢
に
な
る
、
穫
れ
に
は
細
密
郡
例
へ
ば
斗
・
肘
木
∴
総
…
機
・

繰
形
等
の
細
心
の
研
究
が
第
一
の
必
要
事
項
で
あ
る
。

　
夫
れ
で
時
代
の
推
移
に
件
ふ
様
式
手
法
の
電
動
が
分
る

ご
、
建
造
物
を
槻
た
時
に
其
建
物
が
い
つ
頃
創
立
さ
れ
、

い
つ
頃
ざ
の
部
分
に
修
繕
を
加
へ
元
も
の
だ
ε
い
ふ
事
が

自
然
に
判
っ
て
來
る
、
斯
標
な
修
繕
に
な
る
ド
寒
々
記
録

に
止
め
て
な
い
の
も
あ
る
し
、
面
上
鋒
は
あ
っ
て
も
誤
っ

て
居
た
り
或
は
故
意
に
い
＼
加
減
な
記
し
方
を
し
て
あ
る

か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
斯
融
慷
な
…
場
合
に
は
召
物
か
ら
誤
り

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
要
す
乃
に
記
録
實
物
軸

重
か
ら
の
研
究
が
必
要
で
、
爾
方
が
一
致
す
れ
ば
申
分
な

し
、
若
し
相
蓮
し
た
場
合
に
は
冷
静
な
る
態
度
で
山
亭
す

べ
き
は
勿
論
で
、
一
方
に
偏
す
る
の
は
甚
だ
よ
ろ
し
く
な

い
の
で
あ
る
。
．



　
一
例
を
暴
げ
る
ご
、
京
都
市
紫
野
の
大
徳
寺
三
門
は
大

永
六
年
創
建
當
時
は
暴
言
で
あ
っ
た
が
、
後
に
利
休
が
檀

越
こ
な
っ
て
天
正
十
七
年
に
上
下
を
造
り
、
内
部
に
長
谷

川
等
伯
が
絡
を
描
い
た
と
い
ふ
記
録
が
寺
に
あ
る
さ
う
で

あ
る
。
私
は
此
の
記
録
は
未
だ
見
な
い
が
、
最
初
は
軍
唐

で
あ
っ
た
が
後
に
閣
を
造
っ
た
こ
い
ふ
事
は
「
山
城
名
勝

誌
」
「
山
州
名
跡
誌
」
等
に
出
て
居
る
、
現
に
三
門
の
棟
札

も
天
正
十
七
年
の
が
あ
る
し
、
上
層
の
大
虹
梁
の
下
端
に

も
等
伯
の
名
が
大
書
し
て
あ
る
か
ら
、
右
記
録
の
後
宇
は

確
か
に
事
實
で
あ
る
。
併
し
實
地
に
就
て
よ
く
調
査
し
て

見
る
ご
、
上
下
居
共
細
部
の
手
法
例
へ
ば
肘
木
・
斗
・
木
鼻

　
ウ等

の
形
は
全
く
同
一
で
、
あ
ご
か
ら
如
何
に
巧
に
模
造
し

て
も
あ
れ
迄
に
よ
く
眞
似
を
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

・
の
み
な
ら
す
上
場
側
柱
内
部
に
は
大
分
剥
落
し
て
は
居
る

が
平
野
の
給
が
ま
た
朦
朧
ご
獲
つ
で
居
る
。
次
に
私
は
寡

聞
で
未
だ
軍
暦
の
三
門
を
知
ら
な
い
が
、
假
に
有
っ
た
こ

す
る
ビ
、
軍
暦
の
場
合
に
は
構
造
等
も
夫
れ
に
叶
ふ
…
篠
に

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
門
出
砧
築
研
究
の
栞

出
來
て
居
る
筈
だ
か
ら
、
其
上
に
あ
れ
丈
け
大
き
な
上
履

を
乗
せ
た
ざ
し
た
ら
、
下
落
は
重
量
に
堪
へ
ま
い
し
、
又

漸
く
だ
へ
た
ご
し
て
も
大
分
証
悟
で
少
し
大
風
で
も
吹
く

ご
フ
ラ
ー
す
る
で
あ
ら
う
。
恰
好
か
ら
考
へ
て
も
上
州

が
出
來
た
ら
非
常
に
醜
い
も
の
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
然

る
に
實
物
は
少
し
も
左
模
の
事
な
く
現
在
の
儘
で
立
派
に

形
は
ご
れ
て
居
り
、
全
禮
こ
し
て
も
甚
だ
安
定
で
あ
っ
て

室
町
時
代
の
模
式
を
充
分
に
襲
心
し
て
居
る
。
省
ほ
外
に

も
記
録
を
否
定
す
る
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
謹
振
は
め
る
が

除
り
専
門
に
渡
り
過
る
か
ら
省
略
す
る
と
し
て
、
さ
う
い

ふ
都
合
で
記
録
の
前
宇
は
間
違
ひ
で
あ
る
。
此
二
例
で
見

て
も
獲
物
研
究
の
必
要
な
事
が
分
る
の
で
あ
る
Q

　
焦
り
に
一
寸
記
し
て
畳
く
。
或
る
建
物
を
い
つ
の
時
代

で
あ
る
こ
い
ふ
の
は
其
様
式
が
さ
う
で
あ
る
こ
い
ふ
意
昧

な
の
で
、
例
へ
ば
李
安
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
李
安

時
代
の
様
式
な
の
は
揺
り
前
だ
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て

或
は
萬
一
一
つ
前
の
機
式
に
標
っ
て
建
て
た
か
も
知
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
第
一
鵬
　
　
入
一
　
（
入
一
）



　
　
　
第
鉱
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
木
古
建
築
研
究
の
栞
・

い
i
今
後
は
知
ら
す
今
迄
は
左
機
な
事
は
先
づ
あ
り
得

な
い
一
ざ
し
て
、
今
に
な
っ
て
見
る
ご
記
録
の
な
い
以

上
、
眞
正
の
建
立
年
代
は
確
言
は
出
來
な
い
、
そ
こ
で
實

際
は
共
建
物
が
鎌
倉
時
代
に
出
來
た
に
も
せ
よ
襟
式
か
ら

雫
安
時
代
に
入
れ
べ
き
で
あ
る
。
以
下
私
が
何
時
代
ご
い

ふ
の
は
其
時
代
の
楼
式
の
む
の
ε
い
ぶ
事
に
し
て
お
く
か

ら
、
其
つ
も
り
で
曲
讃
ま
れ
度
い
。

　
序
に
も
一
つ
Q
輔
建
物
ご
い
へ
ば
宮
殿
・
住
宅
・
帥
肚
。
佛

二
等
華
寿
も
の
を
含
ん
で
居
る
が
、
古
い
所
で
は
佛
寺
建

築
が
残
っ
て
居
る
斗
り
で
舳
…
肚
の
方
は
さ
う
古
い
の
は
な

い
、
現
に
前
者
は
飛
鳥
時
代
迄
上
る
事
が
出
軍
る
が
、
後

者
に
は
漸
く
雫
安
時
代
後
期
迄
で
あ
る
、
宮
殿
住
宅
は
皆

新
し
い
も
の
量
り
、
故
に
以
下
重
に
佛
寺
建
築
に
就
て
標

式
手
法
の
研
究
を
試
み
る
事
に
す
る
。

　
　
　
第
一
　
石
　
　
　
壇
　
　
・

　
建
造
物
は
大
概
壇
上
に
建
っ
て
居
る
、
帥
ち
李
地
に
石

を
積
ん
で
高
く
し
て
あ
る
、
石
の
積
み
方
に
も
几
帳
面
に

寺
金
堂
及
び
五

重
塔
の
旧
例
に

於
て
見
る
事
が

出
來
る
、
第
一

圖
は
法
隆
寺
金

堂
の
石
壇
を
正

面
か
ら
見
た
も

の
で
、
二
重
壇

の
上
壇
は
古
く

下
墨
は
後
の
修

補
で
あ
る
、
當

初
は
二
重
共
上

里
の
罪
な
形
で

あ
っ
た
ご
細
心
は
．
申
ハ

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
二
　
（
八
二
）

四
角
に
積
ん
だ
の
と
、
自
然
石
叉
は
粗
い
作
を
加
へ
た
石

を
積
ん
だ
の
ご
あ
る
が
、
細
別
す
る
ご
前
者
に
二
種
あ
る

其
二
種
は
法
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

」」 〕
第
一

¶
1

：：
1

団
去
筆
憲
，
塊
’
・
、
見
三
番
⑧

一

一
；疑 氏 岩

閑　冒　酒 曳　～し る

監。 み

ρ四

目＝Y



晶
．
る
れ
が
、
凝
灰
岩
な
の
で
破
損
し
易
い
、
現
に
上
壇
の
朋

目
石
の
若
干
は
表
面
か
ら
分
解
し
梓
け
て
粉
に
な
っ
て
落

ち
つ
＼
あ
る
、
下
階
は
上
階
よ
り
面
積
も
大
き
く
地
に
接

し
て
居
る
の
で
風
化
作
用
の
爲
め
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
か

ら
、
花
嵩
岩
で
補
っ
て
あ
る
、
併
し
其
手
法
は
異
り
五
壇

に
は
若
干
の
等
間
隔
に
束
石
が
入
れ
て
あ
る
が
、
兎
に
角

二
重
の
壇
の
現
存
し
て
居
る
の
は
法
隆
寺
の
金
堂
ご
五
重

塔
の
里
下
け
で
あ
る
か
ち
、
遺
物
か
ら
で
は
飛
鳥
時
代
に

限
る
ビ
し
て
お
い
て
差
支
べ
な
い
。
ご
言
っ
て
も
飛
鳥
時

代
の
は
二
重
の
石
壇
に
限
る
芝
い
ふ
の
で
は
な
い
の
で
、

一
重
の
は
立
派
に
残
っ
て
居
る
、
即
ち
法
隆
寺
西
院
歩
廊

の
が
夫
れ
で
、
葛
石
こ
そ
亡
く
な
っ
た
が
、
押
目
石
ご
地

覆
石
ご
を
一
石
か
ら
刻
み
出
し
た
の
を
十
個
写
り
西
側
歩

廊
の
西
北
隅
か
ら
覆
見
し
た
、
東
側
歩
廊
の
外
側
（
郎
ち
一
ε
、
り
刀
担
）

に
は
壇
の
朋
目
石
が
大
分
地
上
に
露
出
し
て
居
る
、
未
だ

薮
快
し
て
見
な
い
か
ら
分
ら
な
い
が
、
多
分
右
に
記
し
た

の
ご
同
機
の
も
の
で
あ
ら
う
、
此
等
は
創
建
後
一
千
三
百

第
五
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
…
呆

年
間
に
自
然
北

方
よ
り
流
れ
て

來
た
土
砂
の
爲

　
の
に
地
中
に
埋

没
し
て
了
つ
π

　
の
で
あ
る
が
、

此
等
を
見
て
も

‘
一
重
の
石
壇
の

在
っ
た
事
は
確

　
か
で
あ
る
。
法

輪
寺
や
法
起
寺

の
建
物
も
壇
全

部
を
や
り
直
し

　
て
あ
る
か
ら
、

　
現
在
は
一
重
だ

蟷　ny
－tt’

が
記
事
か
ら
さ
う
で
あ
っ
た
ご
遽
に
断
言
す
る
事
は
出
町

な
い
。

第
一
號

常
流
　
（
入
三
）



　
　
　
第
五
巷
　
　
研
究
の
栗
　
　
日
本
古
姑
築
研
究
の
栞

　
次
の
奈
良
場
代
に
な
る
と
右
に
記
し
た
下
壇
の
様
式
の

一
重
壇
の
上
に
建
つ
機
に
な
る
、
尤
も
奈
良
時
代
前
期
の

建
築
こ
し
て
は
、
大
和
西
の
京
の
鮪
師
寺
に
東
塔
が
一
基

残
っ
て
居
る
丈
け
で
．
壇
は
矢
張
花
山
勲
業
の
壇
上
積
に
な

っ
て
居
る
が
、
石
は
當
初
の
も
の
で
な
い
か
ら
當
初
の
様

式
に
就
て
想
像
は
し
得
る
が
確
言
は
出
來
な
い
、
併
し
和

銅
の
築
造
に
係
る
奈
良
興
幅
寺
金
堂
の
夫
れ
は
正
に
一
重

の
壇
上
積
で
石
は
花
商
岩
を
用
ひ
て
あ
る
。
後
期
の
も
の

で
は
唐
招
提
寺
金
堂
・
講
堂
等
で
見
る
池
り
・
確
か
に
一
重

の
壇
上
積
で
あ
る
し
、
其
他
に
も
相
當
に
實
例
が
あ
る
か

ら
、
先
づ
奈
良
時
代
前
期
以
後
は
二
重
の
壇
は
な
く
な
っ

て
皆
二
重
に
な
っ
た
ご
思
は
れ
る
。
夫
れ
か
ら
後
に
な
る

ご
石
垣
の
標
に
積
ん
だ
の
や
自
然
石
を
任
意
に
積
ん
だ
の

等
が
あ
る
、
此
の
飢
積
は
古
雅
で
反
て
面
白
い
、
室
生
寺

の
五
重
塔
も
修
繕
前
は
一
鞭
初
か
ら
さ
う
だ
っ
た
か
ざ

う
か
分
ら
な
い
が
i
此
式
で
あ
っ
た
、
今
の
規
則
正
し

い
壇
上
積
よ
り
よ
く
調
和
が
取
れ
て
居
た
ビ
思
ふ
、
以
上

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
曽
　
（
八
四
）

記
し
た
石
壇
の
模
式
を
一
つ
書
き
に
し
て
見
る
ご

　
　
　
　
壇
上
　
歩

一）（二）三）（（四）

先
づ
此
位
で
、

・
っ
古
く
は
な
い
Q
今
日
残
存
の
實
例
か
ら
い
ふ
ご
、

飛
鳥
時
代
に
限
り
、

び
四
は
雫
安
時
代
以
降
で
あ
る
。

，
樹
上
は
石
を
敷
く
か
又
は
漆
喰
の
叩
き
だ
が
、
古
い
時

地
覆
石
・
葛
石
及
び
任
意
の
大
さ
の
朋
目
石
よ
b

成
り
束
石
な
し
。

地
覆
石
・
葛
石
の
間
に
等
間
隔
に
束
石
を
置
き
、
束

の
間
は
略
ぽ
巾
の
一
定
せ
る
下
目
石
よ
り
成
る
も

の
。　

石
垣
　
籏

方
形
叉
は
多
角
形
（
多
く
に
六
角
形
）
の
石
に
て
積
み
た
る
も

の
。

　
飢
　
　
　
積

自
然
石
を
以
て
随
意
に
積
み
π
る
も
の
。

　
　
　
一
は
最
古
二
は
此
れ
に
亜
ぎ
、
三
四
は
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
は

　
　
　
　
　
二
は
飛
鳥
時
代
以
降
現
今
迄
、
三
及



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ハ
ン

代
の
は
大
器
は
石
を
敷
く
、
召
書
機
も
今
の
標
に
「
四
二
」

（方

?
に
牛
行
ゼ
f
め
カ
も
の
）
で
は
？
，
巾
は
大
概
各
池
主

毒
し
て
居
る
が
長
さ
は
い
ろ
／
、
の
も
の
を
檀
の
一
邊
に

　
　
　
ヌ
ノ

平
行
帥
「
布
」
に
敷
い
た
の
で
あ
る
、
法
隆
寺
金
堂
や
塔
や

東
院
夢
殿
の
壇
上
等
は
勝
手
蓋
置
の
石
を
敷
い
て
あ
る
。

　
飛
鳥
奈
良
時
代
を
通
じ
て
大
和
附
近
で
開
壇
又
は
礎
石

に
用
ひ
ら
れ
た
石
は
殆
ん
ざ
総
て
一
種
の
凝
次
岩
で
あ
っ

た
、
此
の
岩
は
大
和
河
内
の
境
に
あ
る
二
上
山
附
近
か
ら

出
る
の
で
、
外
に
私
は
未
だ
産
地
を
知
ら
な
い
。
奈
良
の

春
日
山
か
ら
「
春
日
砥
」
ご
請
す
る
石
が
出
る
が
此
れ
は
異

　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ム
シ

ふ
。
名
鑑
は
米
飯
「
穴
虫
石
」
ご
い
ふ
、
類
似
品
は
大
和
國

　
　
　
　
こ
ジ
ャ
ウ

北
葛
城
郡
二
上
村
の
「
十
墨
筆
」
・
「
シ
ル
タ
一
こ
・
「
ド
ン
ジ

フ
ボ
ウ
」
・
「
石
切
尾
」
等
か
ら
も
出
る
。
先
年
當
麻
寺
西
塔

修
繕
の
時
壇
上
の
敷
石
に
用
ひ
た
の
は
「
石
切
尾
」
か
ら
採

取
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
で
も
「
穴
虫
石
」
こ
い
っ
て
石

燈
等
を
製
作
す
る
爲
め
に
切
り
出
し
て
居
る
の
は
矢
張

「
石
切
尾
」
か
ら
で
あ
る
。
併
し
昔
し
用
ひ
た
や
う
な
の
は

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ
カ
イ
ト

ニ
上
村
凝
然
小
字
西
垣
内
か
ら
田
尻
を
経
河
内
の
國
分
に

池
す
る
道
を
十
町
肥
り
…
進
ん
だ
こ
こ
ろ
か
ら
左
に
折
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

河
内
の
春
日
に
通
す
る
道
を
大
和
河
内
の
國
境
を
越
え
て

五
町
程
行
く
ビ
右
側
に
小
池
が
あ
る
、
更
に
四
町
程
で
今

度
は
左
側
に
叉
小
池
が
あ
る
、
其
雨
池
の
間
の
萢
の
爾
…
側

（
第
二
四
勢
照
、
圖
中
黒
黙
た
附
ぜ
ろ
が
産
地
）
か
ら
出
る
が
、
到
底
大
き
い
も
の
は

探
れ
な
い
、
壇
に
用
ゆ
る
位
の
大
さ
の
を
切
り
出
さ
う
ご

す
る
ε
皆
訣
け
て
了
ふ
。
ム
重
ま
狸
俗
「
鹿
r
谷
寺
祉
」
ご
賭
す

る
所
は
住
昔
の
凝
茨
岩
盤
取
所
で
あ
っ
た
の
で
、
此
所
の

は
冬
所
の
堂
塔
の
石
壇
礎
石
又
は
古
墳
の
石
棺
等
に
用
ひ

て
あ
る
の
ご
同
質
で
あ
る
が
、
探
り
書
し
て
も
う
今
は
切

り
出
せ
な
い
、
あ
の
十
三
重
の
石
塔
は
石
工
が
石
を
切
り

出
す
時
塔
の
形
に
残
し
た
の
で
あ
ら
う
、
だ
か
ら
形
も
大

分
に
遜
だ
し
塔
も
生
へ
抜
き
で
あ
る
。
此
石
は
質
が
脆
弱

で
工
作
し
易
い
か
ら
滋
具
の
不
完
全
な
時
代
に
多
く
用
ひ

ら
れ
π
。
嚢
に
是
々
記
し
た
法
隆
寺
金
堂
や
塔
の
登
壇
の

焦
目
石
に
は
盤
で
削
っ
た
跡
が
明
ら
か
に
残
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
口
　
　
　
入
五
　
（
入
五
）

．



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
．
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

準
安
時
代
に
入
っ
て
も
爾
ほ
用
ひ
ら
れ
た
、
超
昇
寺
（
縣
型

物螂

@呪

r
味
）
の
礎
石
は
即
ち
此
で
あ
っ
た
。
法
隆
寺
上
御

“
一
酬
圏
（
主
竜
養
誉
飛
墨
↓

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
六
　
（
八
六
）

堂
の
夫
れ
に
も
用
ひ
ら
れ
て
あ
る
。
故
に
遺
跡
か
ら
い
ふ

ご
五
種
の
凝
次
岩
は
飛
鳥
奈
良
及
び
李
安
時
代
前
期
迄
用

　
　
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
石
埴
に
登
る
爲
め
の
石
階
も
勿
論
當
初
は
此
種
の

　
　
り

石
を
用
ひ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
雨
風
に
曝
さ
れ
て
る

の
ご
昇
降
に
踏
み
つ
け
る
爲
め
か
、
古
い
の
は
一
つ

も
残
っ
て
居
な
い
。
私
が
知
っ
て
居
・
る
唯
一
の
例
は

」
奈
良
東
大
寺
廃
…
東
塔
院
塔
婆
の
耳
石
で
、
こ
れ
は
ム
ー

は
よ
く
見
え
る
様
に
．
な
っ
て
る
が
段
石
は
一
つ
も
無

い
。
實
例
が
な
い
か
ら
断
言
は
出
來
な
い
が
石
階
も

同
質
の
石
で
あ
っ
だ
ら
う
こ
い
ふ
の
は
決
し
て
不
合

理
な
想
像
で
は
な
い
。

　
　
　
第
二
　
礎
　
　
　
石

　
礎
石
耶
面
の
形
は
全
く
任
意
で
三
角
四
角
勝
手
次

第
、
全
禮
こ
し
て
も
同
様
で
甚
だ
し
い
の
に
な
る
ご

下
端
が
尖
っ
て
居
て
夢
恰
も
方
錐
体
を
顛
倒
し
た
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
シ
コ
ツ
パ

な
の
が
あ
る
Q
地
形
は
町
曝
な
の
で
小
さ
な
石
木
端

．



叉
は
玉
石
・
栗
石
等
を
か
ひ
物
に
し
て
あ
る
位
、
大
概
の

は
地
面
を
突
き
固
め
て
其
上
に
礎
を
据
ゑ
た
。
礎
は
柱
の

太
さ
に
比
し
て
非
常
に
大
き
く
建
物
は
木
造
だ
か
ら
比
較

的
輕
い
の
で
荷
重
の
爲
め
に
建
物
に
歪
を
來
す
程
沈
下
し

た
例
は
澤
山
は
な
い
。
東
大
寺
大
佛
殿
の
如
き
大
建
築
で

も
矢
張
斯
樵
に
皇
軍
な
地
形
外
し
て
な
い
。

　
石
の
種
類
は
古
く
は
凝
次
岩
叉
は
花
醐
岩
で
あ
る
が
、

慶
っ
て
居
る
の
に
蝶
る
ご
花
山
岡
岩
の
方
が
遙
に
多
い
、
凝

次
岩
は
作
を
施
す
に
都
合
が
い
、
が
石
の
性
質
上
大
し
て

厚
い
も
の
は
昔
し
で
も
探
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
荷
重
の
爲

め
に
破
れ
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
ら
う
。
凝
茨
岩
が
直

ぐ
そ
ば
に
澤
山
あ
る
に
も
係
ら
す
安
山
岩
を
礎
に
用
ひ
た

場
合
（
奈
良
縣
北
蔦
城
郡
営
廓
村
大
字
加
守
、
加
守
慶
寺
趾
に
あ
ろ
礎
二
部
此
。
第
二
圃
由
参
照
。
）
も
・
の
る
、
此
れ
は

全
く
礎
石
に
不
適
當
だ
か
ら
で
あ
る
Q
襲
に
記
し
た
法
隆

寺
上
御
堂
や
膿
回
転
寺
の
夫
れ
は
寧
ろ
除
外
例
で
あ
っ
て

法
隆
寺
の
中
門
・
金
堂
・
塔
を
初
め
飛
鳥
奈
良
時
代
に
創
建

さ
れ
た
寺
の
礎
は
大
概
花
尚
岩
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
頃
に

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

な
る
ご
硬
質
の
自
然
石
一
讃
岐
石
の
如
き
一
を
用
ひ

た
の
も
あ
る
、
此
れ
は
川
蘇
等
に
轄
が
つ
て
居
る
の
を
拾

っ
て
來
て
、
何
等
の
工
作
を
加
へ
す
豊
楽
そ
っ
く
り
礎
石

に
し
た
の
で
あ
る
。

　
榛
式
は
飛
鳥
時
代
の
初
祐
か
ら
奈
良
時
代
迄
は
上
端
暴

け
を
李
た
く
し
其
上
に
柱
を
建
て
＼
あ
る
、
故
に
建
物
が

あ
っ
て
こ
そ
中
心
は
分
る
が
、
建
物
が
亡
く
な
っ
て
礎
斗

り
殖
っ
て
居
る
…
場
合
に
は
、
ご
こ
が
中
心
だ
か
甚
だ
不
明

瞭
で
あ
る
、
法
隆
寺
中
門
の
礎
は
此
種
の
好
例
で
あ
る
。

　
飛
鳥
の
末
か
ら
奈
良
卒
安
へ
か
け
て
は
、
石
の
上
端
か

ら
柱
の
直
穫
よ
り
少
し
大
き
く
柱
の
形
に
癒
じ
て
圓
形
・

方
形
又
■
は
八
角
形
の
繰
り
出
し
を
作
る
。
此
繰
り
出
し
は

普
池
一
重
だ
が
、
二
重
又
は
三
重
の
も
あ
り
、
其
中
央
に

小
突
起
を
作
っ
て
あ
る
の
も
あ
る
（
第
三
嗣
）
、
此
の
突
起
は
柱

の
下
部
を
掴
め
ほ
り
凹
め
て
お
き
、
其
凹
み
が
石
の
上
の

小
突
起
に
か
ぶ
さ
る
の
で
あ
る
。
此
の
小
突
起
の
田
來
た

の
は
遺
物
か
ら
稽
へ
る
ざ
奈
良
時
代
後
期
以
降
ε
思
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
七
　
（
入
七
）



第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
目
函
南
建
築
研
究
の
栞

る
。
時
に
は
礎
石
上
端
圓
形
の
繰
b
出
し
ご
同
じ
高
さ
に

り
　
ハ
ザ
マ
イ
シ

「
仰
山
」
を
も
繰
り
出
し
た
の
が
あ
る
。
第
三
圖
に
各
種
の

　　オ　コいう
油同乗一寺（康）

第
三
圖
嚢
・
回
書
春
響
礎
看

．L

　
　
鵡
　
　
尺

♂
　
　
・
ガ
　
　
爵

第
一
號

入
八
　
（
八
八
）

礎
石
七
種
目
示
し
て
あ
る
か
ら
詳
細
は
此
圖
に
就
て
見
ら

れ
度
い
。
第
四
圖
に
は
奈
良
時
代
前
期
の
履
塔
の
中
心
柱

卜．4

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
馬
学

　
　
5

／
即

一一一一：

る

．
皿
　
　
＼

　
　
」
＼

加山田寺諾堂

葛

た如超昇二六～・ロ聚山寺八角圓堂大狗雌山川醗）

の
礎
五
種
が
あ
る
、
其
最
も
簡
軍
な

の
は
中
心
に
心
柱
の
根
が
入
る
様
に

若
干
の
深
さ
に
孔
を
穿
つ
た
の
み
だ

が
、
手
の
込
ん
だ
の
に
な
る
ご
三
重

に
だ
ん
く
小
さ
く
塑
り
凹
め
．
其

底
に
三
つ
蚊
べ
に
圓
孔
を
あ
け
て
あ

る
○
大
窪
寺
・
比
曾
寺
・
石
光
寺
の
、

様
な
場
合
に
は
、
　
一
番
［
底
の
小
さ
い

孔
に
は
舎
利
等
を
納
め
た
の
で
、
舎

利
は
必
ず
し
も
心
柱
の
頂
上
に
置
く

ピ
回
り
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
其

謹
は
塗
寺
（
後
の
山
田
寺
。
奈
良
縣
磯
城
邪
安
倍
村
大
字
山
田
。
）

の
塔
に
於
て
は
舎
利
を
礎
石
中
に
納

め
房
寛
て
も
分
・
（
「
法
王
帝
説
」
参
照
）

　
李
安
時
代
は
先
づ
前
期
の
縫
承
で



第
四
固
・
蓑
婆
心
細
石
る
・

高
警
横
焚
字
三
保

　
　
　
．
、
盤
（
窪
寿
？

ハ＼　　　　K
＼
）
／・一

O8■

者
難
趾
曹
，
’
嘗
二
二
）

回
〉
，

自
然
石
も
あ
れ
ば
闘
形
に
繰
り
出
し
た
の
も
め
る
。
肚
殿

等
の
小
さ
い
狙
い
建
物
で
は
極
め
て
簡
軍
な
石
を
用
ひ
た
＊

　
　
　
第
五
巻
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

倶
異
④

．…

D
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
ε
此
外
に
二

種
類
の
新
し
い
形
が
出
門
た
。

其
】
は
既
に
】
寸
記
し
た
が
硬

，
質
の
自
然
石
其
儘
を
用
ゆ
る
、

だ
か
ら
上
端
は
平
坦
ご
は
限
ら

な
い
寧
ろ
凹
凸
が
あ
る
の
が
池

例
で
、
此
場
合
に
は
柱
の
下
端

を
石
の
上
端
の
形
に
ご
つ
て
馴

染
を
よ
く
す
る
、
大
鍵
手
間
が

か
・
》
る
の
み
な
ら
す
結
果
も
除

り
面
自
く
な
い
。
其
二
は
大
面

取
の
立
方
畏
叡
灘
頭
）
の
繰
出

を
附
け
る
か
叉
は
斯
檬
な
形
に

作
っ
た
も
の
で
、
此
の
形
は
大

面
取
の
方
柱
に
適
慮
せ
し
め
た
の
で
あ
る
、
尤
も
大
面
取

の
方
柱
は
李
安
時
代
後
期
に
既
に
あ
る
が
（
宇
治
李
等
院
の
中
堂
の
柱
に
一
例
）

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
九
　
（
入
九
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
本
古
延
築
研
究
の
栞

置
礎
は
自
然
石
で
あ
る
。
第
五
圖
は
千
光
寺
（
盤
雛
魏

鵬）

l
脚
門
の
碇
の
實
測
圖
で
あ
る
が
、
此
は
今
礎
妻

一
第
五
固
．
秦
善
動
三
一
寒
・
錦

　
　
＋
わ
穿
唄
割
る
　
　
　
へ
す
皐
⑲

　
　
　
　
　
　
　
集
一
號
　
　
　
九
〇
　
（
九
〇
）

く
、
殊
に
本
柱
の
礎
は
唐
居
敷
を
粂
ね
て
居
る
の
は
面
白

い
。
此
等
の
形
の
礎
は
鎌
倉
以
前
に
ば
な
い
こ
し
て
も
以

≠
」

、一r薩
　　i　一一X
陰』も義
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　　三
一■　一

画
・

け
完
全
に
残
っ
て
居
り
建
物
は
全
然
な
い
、
併
し
礎
の
様
　
　
ぷ
も
の
を
入
れ
る
事
に
な
っ
た
が
、

式
か
ら
鎌
倉
時
代
に
築
か
れ
た
為
の
だ
ご
い
ふ
想
像
が
っ
　
　
柱
の
部
に
記
す
・
箏
に
す
る
。

後
に
は
在
り
得
る
か
ら
、
．
鎌
倉
時
代
の

べ
b
の
こ
断
言
出
家
る
か
ご
う
か
問
題
だ

が
、
礎
の
大
さ
か
ら
其
上
に
あ
っ
た
建

物
の
木
割
を
考
へ
て
見
る
ご
、
各
材
料

は
可
な
り
太
か
っ
た
事
が
想
像
さ
れ

る
。
室
町
時
代
に
な
る
ご
木
割
が
大
分

繊
麗
に
な
り
從
て
斯
・
様
な
武
骨
な
礎
は

不
用
に
な
る
、
故
に
鎌
倉
時
代
ご
判
定

す
る
の
が
最
も
至
當
で
決
し
て
無
理
は

な
い
ご
思
ふ
Q

　
室
町
時
代
以
降
は
種
々
雑
多
で
別
に

新
様
式
は
な
い
σ
鎌
倉
時
代
か
ら
礎
石

の
土
雪
柱
に
接
す
る
所
に
「
礎
盤
」
ざ
呼

　
　
　
　
　
　
　
此
れ
に
就
て
は
後
に



　
礎
石
の
形
は
先
づ
大
意
右
に
記
し
た
が
、
其
様
式
が
一

通
り
分
る
ご
例
へ
ば
或
る
壌
魚
倉
へ
行
つ
π
時
、
幸
に
礎

石
が
残
っ
て
居
れ
ば
其
標
式
ゼ
附
近
に
散
布
せ
る
屍
の
破

片
等
か
ら
創
立
年
代
を
大
長
考
着
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
三
　
敷
　
　
　
石

　
壇
上
に
石
を
敷
い
た
の
は
前
に
述
べ
た
が
、
建
物
の
内

部
は
飛
鳥
奈
良
時
代
に
於
て
は
床
を
張
ら
な
い
で
、
壇
上

ε
同
様
に
石
（
叉
ほ
）
を
偉
い
だ
。
法
隆
寺
金
堂
は
セ
メ
ン
ト

で
固
め
て
あ
る
か
ら
分
ら
な
い
が
、
夢
殿
の
床
に
は
立
派

に
残
っ
て
居
る
、
何
も
敷
か
な
い
場
合
は
土
間
の
ま
、
で

あ
っ
た
の
で
、
板
で
張
り
つ
め
る
事
は
な
か
っ
た
。

　
併
し
た
や
一
つ
除
外
す
べ
き
も
の
が
あ
る
、
盗
れ
は
法

隆
寺
東
院
の
講
堂
た
る
傳
法
堂
で
、
橘
夫
人
の
住
宅
を
移

位
し
た
も
の
ご
傳
へ
て
居
る
、
此
の
建
物
は
様
式
か
ら
鋼

断
ず
る
ざ
正
し
く
奈
良
時
代
後
期
に
屍
す
る
が
、
内
部
に

拭
板
の
床
を
張
り
正
面
に
橡
を
附
し
て
あ
る
。
此
橡
は
可

な
り
粗
末
な
も
の
で
巾
も
左
程
廣
く
な
い
か
ら
、
今
の
は

何
度
目
か
の
修
繕
の
食
置
を
狭
め
材
料
を
悪
く
し
た
か
、

又
は
無
理
な
想
像
で
あ
る
が
橡
を
全
然
後
世
に
附
加
し
た

か
も
知
れ
な
い
ピ
し
て
も
、
内
部
の
応
は
當
初
か
ら
板
で

第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
難
築
研
究
の
栞

張
っ
て
あ
っ
た
こ
見
る
の
が
至
當
で
あ
る
。
橘
夫
人
の
住

宅
で
あ
っ
た
ご
い
ふ
霊
前
か
ら
考
へ
て
見
て
も
、
此
の
建

物
が
佛
堂
で
な
く
て
住
宅
建
築
で
あ
っ
だ
か
ら
床
を
板
張

に
し
た
り
橡
を
つ
け
た
り
し
た
の
で
あ
ら
う
、
故
に
廊
が

石
（
鰍
ば
）
敷
か
或
は
土
聞
で
あ
る
蕊
ふ
の
は
佛
堂
の
場

合
を
い
ふ
の
で
、
住
宅
一
ご
い
っ
て
も
上
流
の
一
に

は
矢
張
床
は
板
張
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
。
、

　
李
安
時
代
に
な
る
ご
佛
堂
の
庫
は
板
張
に
な
つ
だ
が
、

石
敷
の
蛇
び
行
は
れ
て
居
た
の
は
勿
論
で
あ
る
、
時
に
は

建
物
の
前
牢
帥
ち
外
陣
を
高
く
し
て
板
を
張
り
内
陣
を
低

く
し
て
石
を
敷
き
詰
め
た
の
も
あ
る
今
日
我
々
は
延
暦
寺

の
根
本
中
堂
及
び
講
堂
に
於
て
實
例
を
見
る
事
が
出
島
る

　
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
灘
宗
伽
藍
が
盛
に
建
て
ら
れ
る
や

う
に
な
っ
た
、
共
演
は
常
に
琵
敷
で
あ
る
、
此
時
代
に
は

無
論
板
敷
石
敷
も
行
は
れ
た
、
以
後
各
時
代
同
断
で
あ

る
。
故
に
飛
鳥
奈
良
時
代
で
は
唐
制
に
倣
ひ
石
敷
又
は
土

間
で
あ
っ
た
が
、
重
安
時
代
に
入
り
板
敷
の
も
あ
る
や
う

に
な
り
、
鎌
倉
以
降
は
所
要
に
癒
じ
て
．
雑
慮
な
る
方
法
を

講
じ
、
途
に
は
板
で
張
っ
た
上
に
聾
を
敷
く
様
に
な
つ
π

の
で
あ
る
。
（
大
正
入
年
＋
一
刀
＋
五
口
稿
）

第
一
號

九
一
　
（
九
「
）


